
畳
「
い
吾
闘
を
思
は
ぎ
ら
ん
哉
の
御
言
も
単
に
日
本
に
生
れ
た
か
ら
日
本
セ
愛
さ
ね
ば
は
ら
な
い
な
ぎ
L
云
ふ
ケ
チ
な
考
へ
で
は

な
〈
世
界
人
類
の
最
後
平
安
の
魚
め
じ
特
仁
道
義
的
建
闘
の
日
本
を
愛
さ
れ
た
乙

E
は
事
貨
で
あ
る
、
即
ち

E
法
を
護
持
し
弘

布
せ
ん
ご
す
る
の
闘
で
あ
る
か
ら
或
る
場
合
正
法
正
義
仁
従
は
ぬ
岡
家
ご
は
命
懸
げ
で
戦
は
ね
ば
な
ら
ぬ
・
－
J

」
も
ゐ
る
で
あ
ろ

う
、
か
L
る
精
神
は
掛
一
一
人
じ
充
も
満
も
て
居
ら
れ
た
か
ら
前
に
遮
Jt

た
や
う
に
眼
前
の
小
事
に
拘
泥
せ
ら
れ
今
而
か
も
他
の
宗

教
の
や
う
に
一
人
一
人
の
数
化
か
ら
し
て
最
後
仁
義
を
見
ゃ
う
亡
す
る
の
で
な
し
、
こ
れ
も
拙
ち
に
謡
で
は
な
い
が
型
人
は
最

も
速
に
正
法
弘
布
を
目
的
ご
せ
ら
れ
た
か
ら
、
先
づ
岡
家
さ
い
ふ
会
韓
を
劃
告
ご
し
て
・
】
れ
い
を
説
か
れ
た
の
で
あ
る
、
其
れ
仁

は
先
づ
其
の
嘗
泊
者
た
る
即
も
其
の
昔
時
の
幕
府
の
執
樺
等
か
ら
最
初
に
目
臨
め
ね
ば
な
ら
わ
ゆ
い
と
い
ふ
見
地
か
ら
之
を
其
の

許
に
提
出
し
て
大
い
じ
畳
醒
を
促
さ
れ
た
の
で
あ
る
o

強
h
M

て
附
言
す
る
ま
で
も
な
い
が
聖
人
は
抄
法
五
字
の
睦
駿
の
上
の
愛
園
者
で
あ
る
こ
ご
は
勿
論
で
ゐ
る
、
故
に
門
下
否
世

界
人
類
は
倶
に
こ
の
真
理
の
一
不
す
所
に
従
っ
て
人
類
の
思
想
及
び
行
動
を
紫
矩
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

t
h
－raa品’
a－Y
金守・寺’
has－’
S
骨

t
a－
I
q－－A
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i
v
守A
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iao品
曹
・
晶
Z
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a－f
e
s
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ゼ
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大

聖

人
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士口

田

曙

A 

英
雄
時
代
念
産

U
か
？
時
代
英
雄
を
出
だ
す
か
？
、
持
政
に
吾
が
崇
拝
せ
る
大
偉
人
、
大
草
者
あ
り
。
果
し
て
誰
ぞ
？
余
は
天

下
一
の
愚
人
日
本
歴
史
を
翻
き
習
ふ
事
敷
度
に
及
ぶ
然
れ
共
未
だ
嘗
て
一
人
の
崇
拝
す
ぺ
き
者
真
心
よ
り
韻
慕
す
ぺ
き
人
を
得

子
、
所
謂
有
徳
者
！
岡
家
功
勢
者
！
言
ひ
換
ふ
れ
ば
忠
君
愛
岡
者
、
大
政
治
家
等
は
枚
訟
に
暇
ゐ
ら
？
。
今
其
の
中
じ
於
て
二
、

三
の
偉
人
を
畢
ぐ
れ
ば
忠
君
愛
闘
燃
ゆ
る
が
如
き
、
楠
公
父
子
、
近
〈
ぱ
乃
木
勝
軍
、
串
徳
粂
備
の
二
宮
寧
徳
、
中
江
藤
樹
、

政
治
家

E
し
で
は
、
最
近
明
治
大
維
新
じ
其
天
才
を
振
起
し
て
内
外
仁
其
名
を
輯
せ
ら
れ
し
伊
藤
博
文
の
如
き
其
人
等
な
ら
ん

か
。
然
れ
ざ
も
彼
等
は
何
れ
も
唯
地
じ
営
時
素
乱
の
世
に
出
で
、
政
治
家
或
は
忠
君
愛
凶
家
巴
し
て
の
個
人
的
文
は
岡
家
的
本



分
を
果
せ
る
の
み
、
従
っ
て
同
内
の
渇
仰
は
歴
史
ご
共
に
永
遠
に
消
え

5
れ
ぎ
も
崇
拝
の
範
凶
狭
く
し
て
、
他
国
の
人
是
を
知
ら

令
。
然
る
に
吾
人
が
最
も
崇
拝
せ
ん
ど
す
る
火
事
人
、
大
偉
人
は
如
斯
き
個
人
的
若
〈
は
唱
に
一
岡
山
本
の
本
分
念
会
せ
る
も

ω

に
非
今
、
世
界
人
類
引
い
て
は
宇
宙
会
躍
の
煩
悩
、
業
、
苦
、
の
三
道
に
悩
む
生
類
に
安
心
立
命
を
典
へ
解
脱
を
特
せ
し
め
ん

ざ
し
四
弘
の
大
替
を
立
て
給
へ

b
o
時
は
是
れ
白
法
穏
渡
所
は
是
れ
紳
州
東
海
の
一
附
栴
陀
羅
が
家
、
法
は
是
れ
一
代
の
蹄
趣

諸
悌
出
世
の
本
懐
な

b
、
単
身
鎌
倉
山
り
街
頭
に
立
ち
、
身
に
金
欄
の
袈
裟
、
紫
衣
を
欲
せ
ず
、
麻
の
衣
に
麻
の
袈
裟
、
未
の
昆

笠
に
六
度
の
杖
、
手
首
に
大
粒
の
念
散
含
懸
り
、
押
し
寄
せ
、
押
し
返
す
人
波
ぬ
塵
垢
を
浴
び
っ
、
、
四
ケ
格
言
の
法
剣
会
振

ひ
、
破
邪
願
正

ω
矢
を
放
ち
て
大
獅
子
肌
せ
る
一
怪
惜
！
忽
ち
起
る
持
品
廿
行
の
偽
識
刀
杖
瓦
石
、
数
々
見
掻
山
、
遠
錨
於
搭
寺

等
の
大
難
に
反
っ
て
庚
宜
流
布
の
疑
ひ
は
き
を
す
一
同
ぴ
給
ふ
大
量
一
借
抑
も
誰
ぞ
や
知
ら
十
や
、
是
れ
本
化
上
行
の
再
誕
、
立
正
大

師
そ
の
人
な
る
を
c
古
来
幾
多
の
連
平
合
ゐ
れ
ど
も
求
だ
舎
で
大
師
の
如
き
人
格
、
数
義
、
及
抱
負
含
有
せ
し
人
セ
見
守
υ

試
に
御
遺
文
録
を
拝
せ
よ
、
四
大
難
の
一
、
北
海
の
寒
品
た
る
佐
渡
が
島
根
に
於

τ庇
合
剥
い
で
紙
ご
な
し
、
骨
を
削
っ
て
筆

さ
な

L
、
血
を
以
っ
て
水
・
こ
な
し
、
軒
は
一
問
、
雪
は
一
丈
、
壁
落
ち
、
柱
朽
も
、
梁
棟
傾
注
倒
れ
ん
ど
せ
し
三
味
堂
に
於
て
身
は

流
入
な
が
ら
、
書
き
認
め
た
る
一
紗
名
付
け
て
開
目
ご
云
ふ
。
此
の
文
中
に
「
我
日
本
の
柱
ご
成
ら
ん
、
我
日
本
の
大
舶
ご
成

ら
ん
、
我
日
本
の
眼
目
ど
成
ら
ん
一

P
E等
さ
何
ぞ
其
の
言
の
雄
且
つ
大
な
る
や
、
内
外
の
憂
患
腫
を
つ
い
で
起
り
岡
家
危
急
存

亡
の
秋
に
営
b
身
を
犠
牲
に
供
し
て
以
て
困
難
を
救
ひ
、
岡
家
を
泰
山
の
安
き
じ
置
か
ん
ご
す
、
上
人
は
同
家
の
盛
衰
台
以
JL

一
に
闘
民
の
思
想
を
支
配
せ
る
宗
教
の
直
曲
に
有
り
さ
な
し
蒋
等
出
世
本
懐
具
貨
の
法
恭
経
乞
以
て
岡
氏
思
想
乞
善
導
し
以
て

岡
家
を
隆
昌
な
ら
し
め
岡
難
を
訴
除
せ
ん
ご
せ

b
、
而
し
て
此
の
経
輸
は
車
に
我
日
本
幽
に
止
ま
ら
今
、
引
い
て
益
世
界
に
及

ぽ
し
以
て
無
上
究
極
の
平
和
及
び
綾
展
を
此
の
地
上
に
寅
現
せ
ん
ご
努
力
せ
ら
れ
し
な
h
c
而
し
て
u疋
の
盟
想
乞
寅
現
す
べ
き

使
命
を
有
せ
る
は
一
向
大
乗
有
縁
最
勝
無
二
の
日
本
固
な

h
o
如
是
き
根
本
信
念
の
下
に
先
づ
日
本
凶
内
に
其
の
秋
田
を
開
拓

せ
ら
れ
し
な
り
o
此
れ
日
蓮
が
使
命
な
b
o
園
家
世
界
に
劃
す
る
本
分
な
b
さ
信
じ
以
て
顧
み

F
り
さ
0
阿
南
朝
忠
臣
、
楠
正
成

の
忠
君
愛
闘
家
に
も
超
へ
、
大
政
治
家
さ
し
て
自
己
の
み
に
て
国
家
を
操
．
b
し
、
伊
藤
博
文
じ
も
勝
れ
た
る
大
愛
岡
家
、
大
忠

臣
家
な
b
o
否
恐
ら
（
は
枇
舎
識
者
の
等
し
（
我
さ
共
に
認
む
る
所
な
ら
ん
、
此
の
偉
大
な
る
事
者
以
末
法
調
謡
、
白
法
種
浪
、

一一（16）一一



悪
鬼
充
満
の
世
に
出
予
一
法
務
経
の
題
目
を
以
て
迷
へ
る
人
類
を
し
て
悟
の
彼
岸
に
到
達
せ
し
め
ん
ご
せ

b
。
鳴
呼
そ
の
大
悲
に

思
ふ
ぺ
し
Q

報
恩
砂
に
「
日
蓮
が
慈
悲
農
大
な
れ
ば
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
高
年
の
外
、
未
来
迄
ち
流
布
す
ぺ
し
云
云
」
連
言
嵐
し

か
ら
歩
。
今
や
我
が
大
削
去
っ
て
六
百
五
十
昼
霜
然
れ
共
そ
の
敬
や
益
々
康
〈
、
そ
の
渇
仰
や
愈
々
多
し
、
然
れ
共
大
法
猫
b

弘
ま
ら
す
、
古
人
云
々
大
法
の
陸
夷
は
正
に
其
人
に
依
る
さ
、
如
是
き
大
人
格
者
．
大
敬
義
、
大
慈
悲
を
普
〈
天
下
に
説
き
以

て
枇
合
を
善
導
し
接
展
せ
し
む
る
も
の
は
唯
吾
本
代
の
徒
の
み
有
っ
て
存
す
、
蹴
ま
ざ
る
ぺ
げ
ん
や
。

如
何
に
し
て
人
心
を
統
一
し
闘
民
精
一
脚
作
興
の

貫
を
奉
ぐ
べ
き
乎

毎

水

童

古

枇
舎
に
封
し
て
皐
校
教
育
以
上
の
致
果
伝
奏
し
つ
－
L
ゐ
り
ご
誕
歌
き
る
、
定
共
に
、
又
一
面
に
於
て
民
心
を
し
て
幾
多
の
弊

害
へ
導
〈
も
の
は
是
れ
貨
に
新
聞
紙
及
び
雑
誌
等
の
文
書
類
に
ゐ
ら
歩
ゃ
、
而
し
て
韻
者
も
亦
一
日
た

b
Eも
之
を
手
離
す
能

は
ざ
る
乙
ご
恰
も
食
餌
の
必
須
な
る
に
相
似
た
b
、
近
京
市
我
岡
有
識
階
級
に
固
民
精
紳
作
興
、
又
は
人
心
の
蹄
構
紘
一
を
圃
ら

ぎ
る
ぺ
か
ら

g
る
を
論
守
る
者
ゐ
り
、
然
る
に
言
論
の
自
由
が
憲
法
に
於
て
保
誼
さ
れ
た
る
我
闘
に
於
て
人
心
を
統
一
せ
ん
ご

す
る
は
此
仁
多
少
の
詮
衡
を
要
す
る
所
な
る
ぺ
し
、
言
論
乞
自
由
に
し
て
嵐
き
つ

k
思
想
を
統
一
せ
ん
ご
す
る
は
、
猶
堤
防
を

撤
し
て
水
を
一
所
じ
落
さ
ん
ご
す
る
ご
一
斑
な

b
、
夫
れ
昔
時
に
於
げ
る
我
闘
の
民
心
は
其
指
導
密
政
治
家
に
侯
ら
し
所
多
か

り
し
な
り
、
然
る
に
近
来
に
重
り
専
ら
新
聞
雑
誌
著
述
物
等
の
言
論
機
嗣
及
び
多
少
の
轟
術
等
に
依
・
9
て
戚
化
指
導
さ
れ
、
政

治
は
殆
ん
J
T
」
事
務
の
上
に
局
限
さ
れ
た
る
戚
な
き
能
は
4
7
、
就
中
日
日
各
新
聞
に
よ

b
て
報
道
さ
れ
記
事
に
載
せ
ら
る
、
諸
事

項
は
、
如
何
に
人
心
を
左
右
す
る
か
は
喋
々
す
る
を
要
せ

g
る
な
り
、
而
し
共
の
一
思
想
の
潮
流
の
蹴
る
に
至

b
て
や
、
中
央

政
府
の
威
厳
を
以
て
す
る
も
、
向
其
の
一
喝
に
過
へ
ば
忽
も
昨
日
の
命
令
を
撤
去
し
て
今
日
の
鼻
息
を
窺
は

5
る
ぺ
か
ら

g
る
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